
三角形の内接円の半径 r と傍接円の半径 r A , rB , rC の関係

三角形の内接円の半径 r と傍接円の半径 r A , rB , rC の間には、次の関係式が成立する。

三角形の面積を S とする。

定理１（シュタイナー）
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（証明）
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定理２（ボビリエー）
r A+r B+rC=4 R+r

（証明）
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（計算はMaximaによる）
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S

=4 R よって成り立つ。（終）
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